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○
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
行
動
計
画
を
策

定

　
　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
の
発
生
時
に

お
い
て
、
感
染
拡
大
を
可
能
な
限
り
抑
制

し
、
村
民
の
生
命
及
び
健
康
を
保
護
す
る

と
と
も
に
、
村
民
生
活
・
経
済
に
及
ぼ
す

影
響
が
最
小
と
な
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
策
定
。

○
金
婚
式
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
婚
式
の
表
彰

　
　

金
婚
式
（
結
婚
50
年
）
１
５
組
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
（
結
婚
60
年
）
８
組

第３回９月定例会

　

 　
「
球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院
」

　
　
　

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
へ

第６号

　

平
成
26
年
第
３
回
（
９
月
）
定
例
会
が
９
月
９
日
か
ら
17
日
ま
で
の
９
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
、
条
例
６
件
、
報
告

１
件
、
26
年
度
各
会
計
補
正
予
算
６
件
、
25
年
度
各
会
計
決
算
８
件
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原

案
ど
お
り
可
決
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
が
、
来
年
４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
（
国
民
健
康
保
険
法
第
８
２
条

の
規
定
に
よ
る
保
健
事
業
を
行
う
施
設
）
に
移
行
す
る
た
め
の
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
も
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
、

併
せ
て
、
本
村
の
古
屋
敷
診
療
所
も
同
施
設
へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
に
は
、
２
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
執
行
部
へ
の
考
え
を
質
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
と
は

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
包
括
医
療
・
ケ

ア
の
実
践
と
い
う
付
加
価
値
を

つ
け
、
地
域
住
民
に
保
健
・
医

療
・
福
祉
（
介
護
）
サ
ー
ビ
ス

を
一
体
的
に
提
供
す
る
施
設
。

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

《
村
長
諸
般
の
報
告
》

《
村
長
諸
般
の
報
告
》
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○
村
内
小
・
中
学
校
教
職
員
の
視
察
研
修

　
　

村
内
に
点
在
す
る
文
化
財
等
（
猫
寺
・

千
人
塚
古
墳
・
ゴ
イ
シ
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
な

ど
）
の
視
察
研
修
を
実
施
。

○
水
上
村
立
古
屋
敷
診
療
所
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

球
磨
郡
多
良
木
公
立
病
院
企
業
団
が
、

来
年
４
月
１
日
か
ら
国
民
健
康
保
険
診
療

施
設
に
移
行
す
る
こ
と
か
ら
、
古
屋
敷
診

療
所
に
お
い
て
も
同
施
設
へ
移
行
す
る
も

の
で
す
。

○
水
上
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

古
屋
敷
診
療
所
を
国
民
健
康
保
険
診
療

施
設
へ
移
行
す
る
た
め
、
必
要
な
事
項
を

定
め
る
も
の
で
す
。

○
水
上
村
立
保
育
所
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
第
２
０
条
の

規
定
に
基
づ
き
、「
保
育
の
必
要
性
の
認

定
」
の
た
め
の
客
観
的
基
準
と
し
て
「
保

育
の
必
要
性
の
基
準
」
を
定
め
る
も
の
で

す
。

○
地
域
密
着
型
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
桜
な
み
き
」
が
完
成
。

　
　

８
月
30
日
に
落
成
式
が
行
わ
れ
、
９
月

１
日
よ
り
開
業
。
全
室
個
室
ユ
ニ
ッ
ト
で

２
９
室
を
完
備
。

○
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
整
備
計
画
予
定
平
面

図
が
完
成

　
　

本
村
が
宮
崎
県
と
の
県
境
沿
い
の
矢
立

原
牧
場
跡
に
計
画
し
て
い
る
「
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
整
備
計
画
予
定
平
面
図
」
が
完

成
し
た
。
監
修
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
の

森
下
広
一
監
督
と
九
州
学
院
高
校
の
禿

（
か
む
ろ
）
雄
進
監
督
。

《　

条　
　

例　

》

《　

条　
　

例　

》

《　

条　
　

例　

》

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

《
教
育
長
諸
般
の
報
告
》

2 ㎞ロードコース
1㎞ショートカットコース
全天候型トラック（300m）

桜なみき
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①
ひ
と
月
に
お
い
て
、
４
８
時
間
以
上
労

働
す
る
こ
と
を
常
態
と
す
る
こ
と
。

②
妊
娠
中
で
あ
る
か
又
は
出
産
後
間
が
な

い
こ
と
。

③
疾
病
に
か
か
り
、
若
し
く
は
負
傷
し
、

又
は
精
神
若
し
く
は
身
体
に
障
害
を
有

し
て
い
る
こ
と
。

④
同
居
の
親
族
（
長
期
間
入
院
等
を
し
て

い
る
親
族
を
含
む
。）
を
常
時
介
護
又

は
看
護
し
て
い
る
こ
と
。

⑤
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害

の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
。

⑥
求
職
活
動
（
起
業
の
準
備
を
含
む
。）

を
継
続
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
。

⑦
そ
の
他

○
水
上
村
特
定
教
育
・
保
育
施
設
及
び
特
定

地
域
型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

本
村
に
お
け
る
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
に
お
い
て
、

良
質
か
つ
適
切
な
内
容
及
び
水
準
の
特
定

教
育
・
保
育
又
は
特
定
地
域
型
保
育
の
提

供
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
す
べ
て
の
子
ど

も
が
健
や
か
に
成
長
す
る
た
め
に
適
切
な

環
境
が
等
し
く
確
保
さ
れ
る
こ
と
を
目
指

す
も
の
で
す
。（
詳
し
く
は
役
場
住
民
福

祉
課
℡
４
４

－

０
３
１
３
ま
で
）

○
水
上
村
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び

運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て

　
　

本
村
に
お
け
る
家
庭
的
保
育
事
業
等
に

お
い
て
、
乳
幼
児
が
、
明
る
く
衛
生
的
な

環
境
に
お
い
て
、
素
養
が
あ
り
適
切
な
訓

練
を
受
け
た
職
員
か
ら
保
育
の
提
供
を
受

け
る
こ
と
に
よ
り
、
心
身
と
も
に
健
や
か

に
育
成
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
す
る
も
の

で
す
。（
詳
し
く
は
役
場
住
民
福
祉
課
℡

４
４

－

０
３
１
３
ま
で
）

○
水
上
村
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

本
村
に
お
け
る
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
に
お
い
て
、
放
課
後
健
全
育
成
事
業

を
利
用
し
て
い
る
児
童
が
、
明
る
く
て
、

衛
生
的
な
環
境
に
お
い
て
、素
養
が
あ
り
、

か
つ
、
適
切
な
訓
練
を
受
け
た
職
員
の
支

援
に
よ
り
、
心
身
と
も
に
健
や
か
に
育

成
さ
れ
る
こ
と
を
保
障
す
る
も
の
で
す
。

（
詳
し
く
は
役
場
住
民
福
祉
課
℡
４
４

－
０
３
１
３
ま
で
）

○
平
成
26
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
７
，

３
１
２
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

２
７
億
５
１
６
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
整
備
実
施
設
計
委
託
料
２
，

３
０
０
万
円
、
７
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に

よ
る
江
代
地
区
の
林
道
梅
木
鶴
線
災
害
復

旧
工
事
１
，
６
０
０
万
円
な
ど
を
追
加
計

上
し
ま
し
た
。

○
平
成
26
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
５
１
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
３
億
６
，
３
９
３
万
円

と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
26
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
，

４
７
５
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を

３
億
４
，６
９
９
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
26
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
３
０
０
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
４
，
５
７
３
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
26
年
度
水
上
村
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
０
３
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
６
，
１
８
３
万
円
と

す
る
も
の
で
す
。

○
平
成
26
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
６
９
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
３
，
８
９
９
万
円
と
す

る
も
の
で
す
。

○
平
成
25
年
度
水
上
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

○
平
成
25
年
度
水
上
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

《　

決
算
認
定　

》

《　

決
算
認
定　

》

《　

決
算
認
定　

》

岩野保育所
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○
平
成
25
年
度
水
上
村
介
護
保
険
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
25
年
度
水
上
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
25
年
度
水
上
村
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
25
年
度
水
上
村
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
25
年
度
水
上
村
林
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

○
平
成
25
年
度
水
上
村
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
　

い
ず
れ
も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平成25年度歳入歳出表　一般会計

村税
205,397,367円

6.32％

村税
205,397,367円

6.32％村債
285,688,000円

8.80％

村債
285,688,000円

8.80％繰越金
272,755,236円

8.40％

繰越金
272,755,236円

8.40％

繰入金
22,571,474円
0.70％

繰入金
22,571,474円
0.70％

諸収入
43,211,861円　1.33％
諸収入
43,211,861円　1.33％

国庫支出金
219,454,688円

6.76％

国庫支出金
219,454,688円

6.76％

総務費
685,435,667円

23.29％

総務費
685,435,667円

23.29％

民生費
411,158,054円

13.97％

民生費
411,158,054円

13.97％

農林水産費
497,403,229円

16.90％

農林水産費
497,403,229円

16.90％

土木費
227,513,800円

7.73％

土木費
227,513,800円

7.73％

教育費
203,367,003円

6.91％

教育費
203,367,003円

6.91％

公債費
366,527,691円

12.45％

公債費
366,527,691円

12.45％

県支出金
351,902,575円

10.84％

県支出金
351,902,575円

10.84％
地方交付税

1,613,371,000円
49.68％

地方交付税
1,613,371,000円

49.68％

地方譲与税
38,294,000円　1.18％
地方譲与税
38,294,000円　1.18％
利子割交付金
242,000円　0.01％
利子割交付金
242,000円　0.01％
配当割交付金
234,000円　0.01％
配当割交付金
234,000円　0.01％
株式等譲渡所得割交付金
47,000円　0.00％
株式等譲渡所得割交付金
47,000円　0.00％
地方消費税交付金
18,510,000円　0.57％
地方消費税交付金
18,510,000円　0.57％
自動車取得税交付金
7,0009,000円　0.22％
自動車取得税交付金
7,0009,000円　0.22％
地方特例交付金
372,000円　0.01％
地方特例交付金
372,000円　0.01％

議会費
62,166,916円　2.11％
議会費
62,166,916円　2.11％

衛生費
164,823,917円　5.60％
衛生費
164,823,917円　5.60％

商工費
101,856,558円　3.46％
商工費
101,856,558円　3.46％

消防費
122,261,721円
4.15％

消防費
122,261,721円
4.15％

災害復旧費
100,755,658円
3.42％

災害復旧費
100,755,658円
3.42％

交通安全対策特別交付金
540,000円　0.02％
交通安全対策特別交付金
540,000円　0.02％

分担金及び負担金
32,633,013円　1.00％
分担金及び負担金
32,633,013円　1.00％

使用料及び手数料
27,541,064円　0.85％
使用料及び手数料
27,541,064円　0.85％

財産収入
106,762,501円
3.29％

財産収入
106,762,501円
3.29％

寄附金
1,149,000円　0.04％
寄附金
1,149,000円　0.04％

歳  入

歳  出

　

９
月
定
例
会
の
決
算
審
議
に

お
い
て
不
穏
当
な
発
言
が
あ

り
、議
会
全
員
協
議
会
を
開
催
。

そ
の
後
、
本
会
議
に
お
い
て
陳

謝
し
、
不
穏
当
な
発
言
を
取
り

消
す
場
面
が
あ
り
ま
し
た
。
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平成２５年度　水上村会計別決算総括表
（単位：円）

会　計　別 区　　分 予　算　現　額 決　　算　　額

予算現額に対す
る決算額比較増
減額（繰越明許
費を含む）

予算現額に
対する決算
額の比較

（％）

一 般 会 計

歳　　　入 3,095,974,000 3,247,685,779 151,711,779 104.90%

歳　　　出 3,095,974,000 2,943,270,214 △ 152,703,786 95.07%

歳入歳出差引残額 304,415,565

国 民 健 康 保 険
特 別 会 計

歳　　　入 374,170,000 379,637,052 5,467,052 101.46%

歳　　　出 374,170,000 345,290,465 △ 28,879,535 92.28%

歳入歳出差引残額 34,346,587

介護保険特別会計

歳　　　入 454,436,000 325,000,618 △ 129,435,382 71.52%

歳　　　出 454,436,000 296,269,958 △ 158,166,042 65.20%

歳入歳出差引残額 28,730,660

後期高齢者医療
特 別 会 計

歳　　　入 29,572,000 29,242,121 △ 329,879 98.88%

歳　　　出 29,572,000 28,556,975 △ 1,015,025 96.57%

歳入歳出差引残額 685,146

簡 易 水 道 事 業
特 別 会 計

歳　　　入 44,100,000 44,354,072 254,072 100.58%

歳　　　出 44,100,000 39,811,151 △ 4,288,849 90.27%

歳入歳出差引残額 4,542,921

農業集落排水事業
特 別 会 計

歳　　　入 51,954,000 52,036,619 82,619 100.16%

歳　　　出 51,954,000 50,533,274 △ 1,420,726 97.27%

歳入歳出差引残額 1,503,345

林業集落排水事業
特 別 会 計

歳　　　入 9,100,000 9,073,200 △ 26,800 99.71%

歳　　　出 9,100,000 8,630,145 △ 469,855 94.84%

歳入歳出差引残額 443,055

下 水 道 事 業
特 別 会 計

歳　　　入 48,750,000 48,736,831 △ 13,169 99.97%

歳　　　出 48,750,000 47,742,125 △ 1,007,875 97.93%

歳入歳出差引残額 994,706

総　合　計

歳　　　入 4,108,056,000 4,135,766,292 27,710,292 100.67%

歳　　　出 4,108,056,000 3,760,104,307 △ 347,951,693 91.53%

歳入歳出差引残額 375,661,985
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○
平
成
26
年
度
水
上
村
財
政
健
全
化
判
断
比

率
の
報
告
に
つ
い
て

　
　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
監
査
委
員
の

意
見
を
付
し
て
報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

《　

報　
　

告　

》

《　

報　
　

告　

》

《　

報　
　

告　

》

７
月
７
月
1515
日
開
催

日
開
催

第
２
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

８
月
８
月
2626
日
開
催

日
開
催

第
３
回
臨
時
会

第
３
回
臨
時
会

○
平
成
26
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
１
４
０
万

円
を
追
加
し
、
総
額
を
２
６
億
３
，

１
２
０
万
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

７
月
の
梅
雨
前
線
豪
雨
に
よ
る
江
代
地

区
の
林
道
梅
木
鶴
線
災
害
復
旧
に
係
る
測

量
設
計
調
査
委
託
料
を
追
加
計
上
し
ま
し

た
。

○
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

○
平
成
26
年
度
水
上
村
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

　
　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
８
４
万
円
を

追
加
し
、
総
額
を
２
６
億
３
，
２
０
４
万

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　

８
月
の
台
風
１
２
号
に
よ
る
岩
野
地
区

の
林
道
白
蔵
峠
線
災
害
復
旧
に
係
る
測
量

設
計
調
査
委
託
料
な
ど
を
追
加
計
上
し
ま

し
た
。

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
村
道

片
地
横
才
線
道
路
災
害
復
旧
工
事
）

　
　

請
負
金
額
１
億
６
，
２
０
０
万
円
（
丸

昭
建
設
株
式
会
社
）
工
期
（
平
成
26
年
８

月
26
日
か
ら
平
成
27
年
３
月
20
日
）

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

《　

予　
　

算　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

一　

般　

質　

問

村
政
運
営
評
価
に
つ
い
て

選
挙
に
お
い
て
掲
げ
た
５
項
目
の
マ

ニ
フ
ェ
ス
ト
の
実
績
は
。

①
対
話
と
協
調
の
精
神

②
自
然
を
活
か
し
た
村
づ
く
り

③
地
場
産
業
の
活
性
化
、
若
者
定
住
促
進

④
無
公
共
交
通
地
域
へ
の
交
通
の
確
保

⑤
基
礎
自
治
体
と
し
て
の
役
割
の
再
認
識

廣
瀬
村
長　

対
話
と
協
調
に
つ
い
て
は
、

就
任
以
来
、各
種
会
合
等
に
参
加
し
て

話
を
聴
き
、各
業
種
か
ら
の
意
見
も
施
策
に
反

映
さ
せ
て
い
る
。

　

自
然
を
活
か
し
た
村
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

古
屋
敷
運
動
広
場
の
農
業
用
水
を
利
用
し
た

小
水
力
発
電
で
の
街
路
灯
計
画
、水
資
源
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
に
よ
る「
み
ず
か
み
村
の
水
」

と
物
産
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
付
加
価
値
を

付
け
販
売
す
る
計
画
。そ
し
て
自
然
を
活
か
し

た
い
と
い
う
観
点
か
ら
、ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー

那須 正弘　議員

問答

ス
の
開
設
に
も
着
手
し
て
い
る
。

　

地
場
産
業
の
活
性
化
に
つ
い
て
は
、畜
産
業

に
お
け
る
更
新
牛
へ
の
補
助
、商
工
業
に
お
い

て
は
、使
い
勝
手
の
良
い
商
工
業
施
設
整
備
補

助
金
と
し
て
見
直
し
た
。中
山
間
地
域
以
外
へ

の
獣
類
被
害
防
止
ネ
ッ
ト
補
助
、個
人
の
林
業

従
事
者
へ
の
機
械
購
入
時
の
補
助
も
実
施
。ま

た
、若
者
定
住
施
策
と
し
て
新
築
祝
金
に
加

え
、増
改
築・既
存
住
宅
購
入
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
改
正
し
、宅
地
分
譲
に
お
い
て
は
、４

区
画
を
分
譲（
３
区
画
売
却
済
）し
、ま
た
入

居
基
準
の
緩
和
策
と
し
て
公
営
住
宅
建
設
か

ら一般
住
宅
建
設
へ
シ
フ
ト
し
た
。

　

無
公
共
交
通
地
域
の
交
通
の
確
保
に
つ
い

て
は
大
変
難
し
い
問
題
だ
が
、
本
年
度
熊
本

県
立
大
学
と
連
携
し
て
調
査
検
討
す
る
よ
う

申
し
入
れ
を
し
て
い
る
。
こ
の
件
に
つ
い
て

は
、
具
体
的
な
方
策
を
示
す
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
が
、
残

り
８
ヶ
月
で
実

施
に
向
け
全
力

を
注
ぎ
た
い
。

一
方
、
人
吉
球

磨
広
域
行
政
組

合
の
理
事
会
で

は
、
く
ま
川
鉄

道
湯
前
駅
か
ら

早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
お
り
良
好

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

○
議
員
派
遣
の
件
に
つ
い
て

○
継
続
審
査
申
出
書
に
つ
い
て

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》

《　

そ　

の　

他　

》
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副
村
長
に
つ
い
て

人
口
が
２
，
３
０
０
人
に
な
ろ
う
と

す
る
過
疎
の
村
で
、
副
村
長
を
置
く

こ
と
に
疑
問
が
あ
っ
た
。
副
村
長
就
任
時
に

年
収
の
２
倍
、
３
倍
の
効
果
を
発
揮
さ
せ
る

と
答
弁
さ
れ
た
が
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ
っ

た
か
。廣

瀬
村
長　

副
村
長
の
権
限
は
、法
律

改
正
に
よ
り
以
前
の
助
役
よ
り
強
化

さ
れ
、村
長
の
命
を
受
け
て
政
策
・
企
画
を
司

り
職
員
の
事
務
を
監
督
す
る
。ま
た
、村
長
の

権
限
に
属
す
る
事
務
の
う
ち
、委
任
を
受
け
た

も
の
は
執
行
で
き
る
な
ど
規
定
の
文
言
が
追

加
さ
れ
た
。具
体
的
に
言
う
と
入
札
に
関
し
て

は
、業
者
の
指
名
、予
定
価
格
５
，０
０
０
万
円

以
下
の
決
定
、そ
の
ほ
か
市
房
ダ
ム
湖
周
辺
整

備
計
画
の
策
定
、中
長
期
に
わ
た
る
村
の
振
興

計
画
に
つ
い
て
も
指
示
し
て
い
る
。ま
た
、シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
理
事
長
、社
会
福
祉
協
議

会
副
会
長
に
も
就
任
し
、庁
舎
の
み
な
ら
ず
庁

外
組
織
への
関
与
も
行
って
い
る
。２
倍
、３
倍
の

効
果
に
つ
い
て
は
、金
銭
に
換
算
し
て
で
は
な
く

そ
の
よ
う
な
効
果
が
あ
る
と
発
言
し
た
も
の
。

副
村
長
を
置
か
な
く
て
も
、
課
長
会

に
対
し
て
条
例
で
規
定
す
る
こ
と
よ

り
権
限
を
委
譲
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
。
ま
た
、
就
任
し
た
こ
と
に
よ
る
ト
ッ
プ

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
補
佐
機
能
の
充
実
、
行
政

事
務
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
確
立
に
つ
い
て
の
説

明
を
。

市
房
キ
ャ
ン
プ
場
付
近
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
に

つ
い
て
、
組
合
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
た

い
意
向
で
あ
る
。

　

基
礎
自
治
体
と
し
て
の
役
割
の
再
認
識
に

つ
い
て
は
、
住
民
に
き
め
細
や
か
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
こ
と
だ
と
考
え
る
。
各
地

域
の
公
民
館
改
修
事
業
に
伴
う
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
、冷
暖
房
設
備
。社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託

し
て
い
る
縁
側
事
業
と
し
て「
ふ
れ
あ
い
会
」も

実
施
し
て
い
る
。ま
た
、介
護
待
機
者
が
多
い
こ

と
か
ら
地
域
密
着
型
小
規
模
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
を
誘
致
。子
ど
も
の
健
康
を
守
る
施
策

と
し
て
本
年
度
２
学
期
か
ら
村
内
小
中
学
生

に
虫
歯
予
防
の
た
め
の
フ
ッ
化
洗
口
を
実
施
し

て
い
る
。更
に
地
域
住
民
の
安
全・安
心
を
守
る

た
め
、江
代
地
区
に
防
災
拠
点
施
設
を
開
設

し
、消
防
団
の
後
方
支
援
と
し
て
女
性
消
防
隊

を
組
織
し
た
。

問問 答

ふれあい会の様子

椎
葉
副
村
長　

職
員
で
も
で
き
る
事

務
は
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、地
方

公
務
員
の
身
分
で
あ
る
た
め
出
来
な
い
面
も
あ

る
。村
長
の
補
佐
に
つ
い
て
は
、市
房
ダ
ム
湖
周

辺
整
備
計
画
策
定
の
指
示
が
あ
り
、職
員
の
企

画
を
中
心
に
取
り
ま
と
め
た
。政
策・企
画
の

答

面
で
は一つ
の
実
績
だ
と
思
って
い
る
。職
員
の
管

理・監
督
に
つい
て
は
私
な
り
に
行
って
き
た
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

○
職
員
配
置
等
に
つ
い
て

○
第
三
セ
ク
タ
ー
に
つ
い
て

一
期
目
の
廣
瀬
村
政
に
つ
い
て

３
年
半
の
相
対
的
な
自
己
評
価
は
。

ま
た
、
２
０
４
０
年
の
８
９
０
超
の

自
治
体
消
滅
の
事
案
に
対
す
る
見
解
及
び
住

民
か
ら
の
要
望
（
区
長
会
・
座
談
会
等
）
に

対
す
る
対
応
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

廣
瀬
村
長　

自
己
評
価
も
あ
る
が
、議

会
、そ
れ
か
ら
村
民
の
皆
様
に
委
ね
た

い
。ま
た
、発
言
が
果
た
し
て
正
解
だ
っ
た
か
、

質
問
に
対
し
て
も
意
を
酌
ん
だ
答
弁
が
出
来

た
か
な
ど
反
省
の
日
々
で
あ
る
。

　

８
９
０
超
の
自
治
体
消
滅
の
事
案
に
つ
い
て

は
、２
０
１
４
年
５
月
に
日
本
創
成
会
議
の
人

口
減
少
問
題
検
討
分
科
会
が
発
表
し
た
も
の

立尾　一喜　議員

問

で
、成
長
を
続
け
る
21
世
紀
の
た
め
に「
ス
ト
ッ

プ
少
子
化
」、「
地
方
元
気
戦
略
」と
し
て
報

告
さ
れ
た
も
の
。こ
の
消
滅
町
村
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、真
摯
に
受
け
止
め
、消
滅

し
な
い
施
策
等
の
展
開
が
今
後
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
。提
言
書
の
中
身
も
踏
ま
え
、国
・

県
に
も
相
談
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
行
き
た

い
。

　

住
民
か
ら
の
要
望
に
つ
い
て
は
、区
長
会
で

の
要
望
が
多
い
よ
う
に
感
じ
る
が
、要
望
が
あ

れ
ば
出
来
る
こ
と
は
叶
え
て
あ
げ
た
い
と
い
う

の
が
基
本
姿
勢
で
あ
る
。

答
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消
滅
可
能
性
自
治
体
（
消
滅
可
能
性
都

市
）
と
は

　

子
ど
も
を
産
む
人
の
大
多
数
を
占

め
る「
２
０
〜
３
９
歳
の
女
性
人
口
」

が
、
２
０
１
０
年
か
ら
の
３
０
年
間

で
５
割
以
上
減
る
自
治
体
。
全
国
の

１
８
０
０
市
区
町
村
（
政
令
市
の
行

政
区
を
含
む
）
中
の
４
９
．
８
％
に

あ
た
る
８
９
６
自
治
体
が
該
当
。
県

内
で
は
４
５
市
町
村
の
う
ち
２
６
市

町
村
（
本
村
含
む
）
が
該
当
。

集
客
に
つ
い
て

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
の
設
置

が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
旅
館
・
民

宿
だ
け
で
は
な
く
農
林
業
と
連
携
し
た
取
り

組
み
の
考
え
は
。

廣
瀬
村
長　

今
回
は
合
宿
に
よ
る
集

客
に
取
り
組
み
た
い
こ
と
か
ら
、
第

一
に
宿
泊
施
設
と
し
て
旅
館
・
民
宿
に
協

力
い
た
だ
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
農
林
業
の

取
り
組
み
と
し
て
は
、
水
の
上
の
学
校
等

で
メ
ニ
ュ
ー
を
揃
え
て
い
る
。
他
に
も
Ｊ

Ａ
が
主
体
と
な
り
熊
本
市
の
産
婦
人
科
病

院
と
無
農
薬
米
の
契
約
を
い
た
だ
き
、
田

植
え
・
稲
刈
り
ツ
ア
ー
、
更
に
交
流
も
行

わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
林
業
の
方
策
と
し

て
は
、
応
募
型
の
「
企
業
の
森
」
を
企
業

に
向
け
に
周
知
し
て
い
る
。
旅
館
組
合
自

問答

ら
農
林
業
体
験
な
ど
を
メ
ニ
ュ
ー
に
入
れ

る
考
え
を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
、
村
と
し
て

強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
。

合
宿
を
視
野
に
入
れ
た
キ
ャ
ン
プ
場

の
整
備
、
研
修
棟
を
宿
泊
可
能
な
施

設
に
改
修
す
る
考
え
は
。

廣
瀬
村
長　

旅
館
・
民
宿
の
利
用
を

最
優
先
と
す
る
が
、
収
容
人
数
の

問
題
も
あ
る
。
市
房
山
キ
ャ
ン
プ
場
利
用

の
可
能
性
も
考
え
、
研
修
棟
に
シ
ャ
ワ
ー

室
・
ト
イ
レ
等
の
整
備
、
そ
し
て
現
在
整

備
を
す
す
め
て
い
る
バ
ン
ガ
ロ
ー
、
市
房

山
キ
ャ
ン
プ
場
全
体
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
、

改
修
等
が
必
要
か
精
査
し
取
り
組
ん
で
い

く
。 問答

市房山キャンプ場

　

近
年
、
大
規
模
な
自
然
災
害
が
日
本
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
。

９
月
27
日
に
は
木
曽
の
御
嶽
山
が
噴
火
し
、
５
６
名
が
亡
く
な

ら
れ
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
の
ご
冥
福
と
、
行
方
不
明
の
皆

様
の
一
日
も
早
い
発
見
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
村
で
も
い
つ
大
災
害
が
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ
を

踏
ま
え
、
11
月
２
日
に
水
上
村
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
訓
練
は
村
民
、
消
防
団
の
み
な
ら
ず
、

国
土
交
通
省
、熊
本
県
、城
南
ブ
ロ
ッ
ク
消
防
本
部
、熊
本
県
警
、

自
衛
隊
な
ど
と
の
大
が
か
り
な
合
同
訓
練
と
な
る
。
今
回
は
江

代
地
区
を
中
心
に
行
わ
れ
る
が
、
今
後
、
各
地
区
で
も
行
わ
れ

る
予
定
。
防
災
意
識
を
高
め
る
た
め
に
も
多
く
の
方
々
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

米
本　

宗
徳

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　
　

小
野　

賴
年

副
委
員
長　
　

米
本　

宗
徳

委　

員　
　
　

荒
嶽　
　

晋

米
良　
　

哲

平成19年９月実施の熊本県防災訓練

議会を傍聴してみませんか　次回の定例議会は12月です
（手続は住所・氏名を書くだけです）　 詳しくは議会事務局℡44-0319まで

hirochan
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５
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名
（
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月
24
日
現在
）




